高校３年生の生徒の皆さんへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横浜創英中学・高等学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副校長　本間　　朋弘

法政大学授業体験のご案内

１　テーマ
　　法政大学2022年度夏季集中特別授業「課題解決型フィールドワーク(首都大規模自然 
 災害時に一時帰宅困難者となった本学学生・教職員と一般人の救済)」(大学生向け)の４
日間の授業の後半２日間について、横浜創英高校の生徒が参加できることになりました。
大学生向けの講座を一緒に体験するものです。

２　日程　　9月19日（月・祝）　講座時間　13時10分～18時30分
20日（火）　　　講座時間　８時50分～12時20分
　　　　　　　　　※高校は授業がありますが公欠扱い

３　場所　　法政大学市ヶ谷キャンパス（東京都千代田区）

４　対象　　高校３年生

５　定員　　10名

６　授業の内容
大規模自然災害発災直後、公共交通機関が運行を停止している中で、大量の帰宅困難者　
が一斉帰宅することにより、二次災害を発生させるリスクを高める問題の大きさが政府からも
指摘されています。
法政大学は千代田区と防災協定を締結し、帰宅困難者受け入れ施設として学内施設を開
放する他、学生ボランティアが帰宅困難者の支援を行うことになっています。しかしながら、災　
害規模によっては、帰宅困難者滞在の長期化だけでなく、予期せぬ多様な問題が生じる可能
性は極めて高く、その一つに健康問題が挙げられます。例えば、生活習慣病等の既往症の悪
化や生活不活発病（廃用症候群）、食生活の乱れ、睡眠不足などのほか、精神的な問題も危
惧されます。
この授業では帰宅困難者支援施設運営ゲーム（KUG）として知られる机上訓練を体験するこ
とで、万が一、学生ボランティアとして避難施設の運営に携わることになった場合の心構えや
対応力を養います。ＫＵＧには、法政大学教職員とともに取り組み、想定される多様な避難者
および避難所で生じる問題に対して臨機応変に対応することの難しさを共に学び、防災行動に
対する複眼的な目を養い、サスティナブルな防災意識向上に資する大学教育の在り方を探り
ます。


　
